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九
死
に
一
生 

 
 

私 
の 
従 

軍 

記 
香
川
県 

 

橋 

本 

正 

行 
 

 

  

私
は
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
五
月
一
日
、
十
五
歳

と
十
一
カ
月
で
、
志
願
兵
と
し
て
佐
世
保
海
兵
団
に
入
団
、

終
戦
に
よ
り
昭
和
二
十
年
九
月
十
五
日
復
員
、
四
年
五
カ

月
海
軍
生
活
を
し
ま
し
た
。
そ
の
間
の
戦
闘
参
加
に
お
け

る
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
柄
を
綴
っ
て
み
ま
し
た
。 

 

最
初
に
お
断
り
致
し
て
お
き
た
い
の
は
、
何
分
ま
だ
ま

だ
子
供
で
、
下
級
の
兵
の
こ
と
故
、
作
戦
名
の
内
容
、
艦

名
、
地
名
に
加
え
て
数
字
等
は
上
級
士
官
の
記
録
や
、
先

輩
か
ら
聞
い
た
こ
と
等
を
思
い
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
た
の

で
、
も
し
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
何
卆
御
容
赦
下
さ
い
。 

  

「
骨
が
邪
魔
し
て
痩
せ
ら
れ
ん
」（
骸
骨
人
間
）
こ
の
言

葉
は
私
に
と
っ
て
、
現
実
に
見
聞
き
し
体
験
し
て
、
終
生

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
言
葉
で
す
。 

 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
は
じ
め
、
南
方
最
前
線
の
孤
島
に

取
り
残
さ
れ
た
将
兵
を
救
出
し
た
時
の
彼
ら
の
姿
、
満
足

な
軍
服
姿
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
痩
せ
衰
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
気
力
、
体
力
共
に
限
界
の
彼
ら
に
接
し
て
、
可

哀
想
に
思
い
、
自
分
達
の
夜
食
用
の
「
ニ
ギ
リ
メ
シ
」
を

渡
す
と
、「
海
軍
さ
ん
、
こ
れ
米
の
ニ
ギ
リ
メ
シ
で
す
ね
」

と
喜
ん
で
旨
そ
う
に
食
べ
る
。
と
こ
ろ
が
食
べ
終
わ
る
と

同
時
に
ひ
ど
い
下
痢
を
起
こ
し
て
、
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
、
そ

の
後
の
大
慌
て
で
艦
内
掃
除
が
大
変
で
あ
っ
た
。 

海

軍
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敗
戦
の
悲
惨
さ
、
戦
争
の
無
情
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
ガ
島
で
収
容
し
た
兵
士
に
聞
く
と
、

昭
和
十
八
年
の
正
月
に
、
米
一
合
の
特
配
が
あ
り
、
以
後

食
物
の
支
給
一
切
な
し
と
い
う
。
こ
の
間
、
二
カ
月
余
り
、

生
き
る
た
め
に
草
木
、
動
物
な
ど
、
口
に
入
る
物
は
何
で

も
食
べ
た
。
時
に
は
、
命
が
け
で
盗
人
と
な
り
、
米
軍
の

食
物
を
夜
コ
ッ
ソ
リ
と
頂
き
に
行
き
、
多
数
の
戦
友
が
死

ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
の
点
、
私
達
海
軍
は
軍
艦
生
活
で
欠
食
知
ら
ず
の
元

気
旺
盛
で
戦
え
る
幸
せ
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。 

  
 

四
年
半
の
海
軍
生
活
の
足
跡 

 

昭
和
十
六
年
五
月
一
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で
、
佐
世

保
海
兵
団
に
お
い
て
新
兵
教
育
を
受
け
、
同
日
三
等
水
兵

と
な
る
。 

 

軍
艦
「
千
歳
（
水
上
機
母
艦
）
」
乗
組
み
を
命
ぜ
ら
れ
張

り
切
る
。
八
月
十
八
日
、
大
分
県
佐
伯
で
乗
艦
以
後
、
「
月

月
火
水
木
金
金
」
の
早
朝
か
ら
夜
間
ま
で
連
日
の
猛
訓
練

に
加
え
、
港
で
の
夜
は
毎
晩
の
よ
う
に
「
整
列
！
」
が
か

か
り
、
ビ
ン
タ
と
お
説
教
は
、
軽
い
、
軽
い
、
ほ
と
ん
ど

軍
人
精
神
注
入
棒
で
尻
を
か
な
り
の
力
を
入
れ
て
七
～
八

回
、
尻
の
痛
さ
で
仰
向
け
に
寝
ら
れ
ず
、
何
の
因
果
で
海

軍
に
入
っ
た
と
、
同
年
兵
と
並
ん
で
上
級
者
の
靴
を
磨
き

な
が
ら
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
泣
き
言
を
…
…
。 

 

で
も
最
下
級
兵
の
私
達
に
は
「
戦
争
は
有
り
難
く
い
い

も
の
だ
」
と
思
え
た
、
嘘
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
そ
れ
は

開
戦
と
共
に
激
し
く
厳
し
か
っ
た
訓
練
が
少
な
く
な
り
、

艦
長
の
命
で
、
夜
の
整
列
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
加
え

て
、
食
事
の
内
容
が
良
く
な
り
、
貧
乏
百
姓
育
ち
の
私
に

は
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
ご
馳
走
で
、
お
ま
け
に
戦
時
給

与
の
酒
、
ビ
ー
ル
も
時
々
あ
っ
て
、
言
う
こ
と
な
し
。
そ

の
上
戦
争
と
言
い
な
が
ら
敵
の
姿
を
見
た
こ
と
も
、
銃
声

も
聞
か
ず
、
我
が
世
の
春
を
感
じ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
れ
も
僅
か
二
十
五
日
で
終
わ
り
、
こ
の
世
の
地
獄
を
見

る
生
活
と
な
る
の
で
あ
る
。 

  
 

初
め
て
知
る
戦
争
の
恐
ろ
し
さ 

 
昭
和
十
七
年
一
月
四
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
湾
内
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に
は
数
多
く
の
日
本
の
軍
艦
が
の
ん
び
り
正
月
気
分
を
味

わ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
突
然
ボ
ー
イ
ン
グ
17
の
大
編
隊

の
襲
来
で
大
慌
て 

「
全
員
戦
闘
配
置
に
つ
け
！
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
場
へ
、

私
の
所
属
す
る
班
は
、
今
で
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー

ム
の
よ
う
な
所
で
、
私
の
ご
と
き
新
兵
は
、
使
い
所
な
し
。 

 

私
の
戦
闘
配
置
は
戦
橋
の
上
で
応
急
用
の
連
絡
係
（
口

答
で
の
）
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
必
要
の
無
い
場
所
で
、
一

人
で
青
空
を
仰
ぎ
、
シ
ョ
ン
ボ
リ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

戦
闘
情
況
は
一
番
良
く
見
え
る
場
所
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ

て
初
め
て
の
実
戦
に
遭
遇
で
あ
る
。 

 

戦
闘
が
始
ま
る
と
、
在
泊
中
の
軍
艦
が
発
射
す
る
大
砲

や
機
関
銃
の
音
に
加
え
て
、
敵
機
か
ら
投
下
さ
れ
る
爆
弾

の
水
柱
に
、
び
っ
く
り
仰
天
、
特
に
目
の
下
の
高
角
砲
の

発
射
音
と
飛
び
出
す
弾
丸
の
風
圧
を
感
じ
、
全
身
ガ
ク
ガ

ク
、
早
く
逃
げ
ん
と
死
ん
で
し
ま
う
と
思
い
、
ど
こ
か
身

を
隠
す
所
は
無
い
か
と
思
っ
た
。 

 

し
か
し
、
こ
こ
で
死
ん
だ
ら
「
名
誉
の
戦
死
、
離
れ
た

場
所
で
は
敵
前
逃
亡
で
、
家
族
に
迷
惑
が
及
ぶ
」
と
思
い
、

震
え
な
が
ら
、
我
慢
し
て
戦
争
と
は
恐
ろ
し
く
、
辛
い
も

の
だ
と
初
め
て
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
十
七
年
五
月
か
ら
十
月
ま
で
、
横
須
賀
海
軍
砲
術

学
校
で
、
中
口
径
の
大
砲
術
の
教
育
を
受
け
、
十
一
月
に

長
崎
市
で
駆
逐
艦
「
文
月
」
に
乗
艦
、
二
番
砲
の
一
番
砲

手
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

修
理
を
終
え
た
「
文
月
」
は
門
司
か
ら
、
台
湾
の
高
雄

ま
で
二
回
、
船
団
護
衛
の
航
海
で
し
た
。
こ
の
時
、
東
シ

ナ
海
の
波
の
荒
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
左
右
の
ス
ク
リ
ュ
ー

が
交
互
に
カ
ラ
カ
ラ
と
空
回
り
し
、
前
後
の
艦
は
見
え
隠

れ
し
、
食
事
は
紐
で
吊
る
し
た
一
品
ず
つ
左
右
、
上
下
に

揺
れ
な
が
ら
で
、
お
ま
け
に
船
酔
い
で
食
欲
無
く
、
苦
し

い
航
海
を
経
験
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
一
月
か
ら
、
昭
和
十
九
年
一
月
四
日
、
南

洋
群
島
方
面
で
負
傷
し
て
入
院
す
る
ま
で
、
苦
し
く
厳
し

い
補
給
、
揚
陸
と
撤
収
作
戦
に
従
事
し
ま
し
た
。 

 

日
ご
と
に
激
し
く
な
る
対
空
戦
の
連
続
の
一
カ
年
と
な

る
。
ま
ず
一
番
に
特
筆
す
べ
き
は
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
兵

員
救
出
作
戦
で
あ
ろ
う
。 
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ガ
島
に
三
万
三
千
六
百
人
の
兵
力
が
投
入
さ
れ
た
が
、

米
軍
は
五
万
余
の
兵
に
加
え
、
豊
富
な
武
器
弾
薬
は
勿
論
、

際
限
な
い
航
空
機
と
艦
艇
に
よ
る
連
日
、
連
夜
の
猛
攻
で
、

さ
す
が
の
日
本
軍
も
二
万
余
の
戦
傷
病
死
を
数
え
、
補
給

の
続
か
ぬ
最
前
線
の
残
存
一
万
三
千
人
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
や
っ
と
生
き
て
い
る
骸
骨
人
間
に
な
り
、
一
刻
を
争

う
救
出
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

ガ
島
の
撤
収
作
戦
は
二
月
一
日
か
ら
八
日
の
間
、
駆
逐

艦
二
〇
隻
で
、
三
回
実
施
さ
れ
、
奇
跡
の
全
員
救
出
に
成

功
し
た
の
で
あ
る
。 

 

第
一
次
作
戦
は
、
二
月
一
日
、
出
撃
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス

島
、
十
五
隻
、
カ
ミ
ン
ボ
行
き
六
隻
で
、
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン

ド
島
を
出
る
。
途
中
、
Ｂ
24
外
、
約
三
十
機
の
攻
撃
を
受

け
「
巻
波
」
至
近
弾
で
航
行
不
能
と
な
り
、「
文
月
」
が
曳

航
し
て
引
き
返
す
。 

第
二
次
作
戦
は
、
二
月
四
日
出
撃
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
隊
一
三
隻
、
カ
ミ
ン
ボ
隊
七
隻
で
向
か
う
。

「
文
月
」
カ
ミ
ン
ボ
隊
の
警
戒
隊
と
し
て
参
加
、
こ
の
日

も
戦
闘
機
、
艦
爆
機
合
わ
せ
て
六
十
四
機
の
襲
撃
を
受
け
、

対
空
戦
、
零
戦
十
七
機
に
守
ら
れ
な
が
ら
戦
う
。
舞
風
、

至
近
弾
で
損
傷
、
ノ
ロ
ノ
ロ
な
が
ら
自
力
で
引
き
返
す
。 

 

第
三
次
、
二
月
七
日
、
カ
ミ
ン
ボ
隊
八
隻
、
「
文
月
」
は

収
容
隊
と
な
り
参
加
、
こ
の
日
も
、
午
前
三
時
頃
、
待
ち

構
え
て
い
た
艦
爆
隊
攻
撃
を
受
け
「
磯
風
」
の
一
番
砲
と

船
尾
に
、
そ
れ
ぞ
れ
直
撃
弾
を
受
け
、
火
災
発
生
す
る
も

自
力
で
引
き
返
す
。 

 

こ
の
三
回
の
収
容
作
戦
で
、
海
軍
八
百
三
十
二
人
、
陸

軍
一
万
二
千
余
人
、
合
計
一
万
三
千
三
十
人
の
撤
退
が
完

了
し
た
の
で
あ
る
。 

  

休
む
間
も
な
く
輸
送
作
戦
と
、
対
空
戦
闘
は
続
く
。
三

月
三
十
日
、
フ
ィ
ン
シ
ュ
ハ
ー
フ
ェ
ン
輸
送
作
戦
中
、
夜

明
け
前
、
敵
機
の
投
下
し
た
爆
弾
が
海
中
爆
発
、
そ
れ
に

乗
り
上
げ
機
関
室
に
浸
水
と
、
キ
ー
ル
線
折
れ
で
大
変
な

こ
と
と
な
る
。
有
る
だ
け
の
ポ
ン
プ
で
海
水
の
汲
み
出
し

作
業
で
、
皆
ヘ
ト
ヘ
ト
で
休
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
懸

命
に
続
け
る
。
前
方
に
重
巡 

「
青
葉
」
が
直
撃
弾
で
火
災
発
生
で
大
変
な
様
子
で
あ
っ

た
。 
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ト
ラ
ッ
ク
島
で
応
急
修
理
を
し
て
、
五
月
、
佐
世
保
に

帰
り
修
理
、
八
月
、
修
理
終
わ
り
、「
五
州
丸
」
を
護
衛
し

な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
島
を
経
て
、
九
月
四
日
、
ラ
バ
ウ
ル

に
入
港
し
た
が
、
休
む
間
も
な
く
前
線
へ
輸
送
作
戦
と
、

一
層
激
し
さ
を
増
し
た
。
敵
機
と
の
対
空
戦
に
明
け
暮
れ

る
毎
日
で
あ
る
。 

 

そ
の
中
で
数
少
な
い
海
戦
の
模
様
を
書
け
ば
、
十
月
二

日 「
セ
号
」
作
戦
で
は
、
夜
半
に
揚
陸
を
終
え
た
後
、
敵
巡

洋
艦
及
び
、
駆
逐
艦
と
砲
戦
、
魚
雷
戦
あ
る
が
戦
果
は
な

い
。 

  

十
月
六
日
「
ベ
ラ
」
作
戦
。
夜
中
に
ラ
バ
ウ
ル
出
発
。

翌
日
、
午
後
、
対
空
戦
闘
、
夜
七
時
過
ぎ
か
ら
、
夜
中
の

十
一
時
半
過
ぎ
ま
で
激
し
い
対
艦
戦
争
。
暗
闇
の
事
故
、

我
々
は
戦
況
知
ら
ず
、
発
表
の
戦
果
は
「
重
巡
一
隻
大
破

沈
没
、
我
が
方
は
駆
逐
艦
「
夕
霧
」
沈
没
と
の
こ
と
。 

 

十
一
月
二
日
、
二
五
〇
機
の
敵
機
と
、
港
外
で
対
空
戦
、 

「
文
月
」
の
被
弾
二
〇
〇
発
以
上
。
戦
死
十
人
、
重
傷
者

十
五
人
、
ラ
バ
ウ
ル
第
八
海
軍
病
院
に
入
院
、
加
療
後
、

戦
死
者
、
三
日
に
土
葬
、
冥
福
を
祈
る
。 

 

流
行
歌
手
「
上
原 

敏
」、
救
助
、
歌
を
聞
く
。 

 

十
一
月
二
十
八
日
、
イ
ボ
キ
輸
送
作
戦
で
収
容
し
た
陸

軍
兵
の
中
に
、
当
時
の
売
れ
っ
子
の
歌
手
「
上
原
敏
」
が

お
り
、
砲
台
甲
板
で
熱
唱
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
な
く
、

素
声
の
歌
、
体
調
悪
く
、
顔
色
も
悪
く
元
気
な
さ
そ
う
。

し
か
し
、
さ
す
が
プ
ロ
の
一
流
歌
手
、
感
動
を
与
え
る
。

味
の
あ
る
歌
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
死
去
さ
れ
た
と
聞
く
。 

 

明
け
て
、
昭
和
十
九
年
一
月
一
日
、
遥
拝
式
が
終
わ
る

と
間
も
な
く
、
Ｂ
24
二
〇
機
、
戦
闘
機
と
の
戦
、
敵
は
「
お

年
玉
」
に
小
型
爆
弾
を
多
数
、
東
飛
行
場
に
投
下
、
一
機

墜
落
す
る
。
私
は
負
傷
す
る
が
死
線
を
越
え
る
。 

 

一
月
四
日
早
朝
、
ト
ラ
ッ
ク
島
よ
り
カ
ビ
エ
ン
に
輸
送

艦
隊
来
る
。
そ
の
警
護
と
対
潜
警
戒
の
命
あ
り
。
皐
月
と

共
に
任
務
に
就
く
。
午
前
六
時
前
、
「
敵
機
動
艦
隊
接
近

中
」
と
の
報
あ
り
。 

 
揚
陸
六
時
終
了
、
直
ち
に
輸
送
艦
隊
は
全
速
力
で
ト
ラ



514 

ッ
ク
島
へ
。
我
々
は
便
乗
の
兵
士
を
乗
せ
、
七
時
頃
出
発
、

そ
の
時
、
後
方
上
空
に
は
、
空
母
二
隻
の
艦
載
機
の
大
部

分
が
迫
っ
て
来
る
と
の
見
張
員
の
声
に
振
り
向
け
ば
、
雀

の
大
群
か
と
思
え
た
百
機
位
の
艦
載
機
に
驚
く
。
し
か
し
、

旧
型
駆
逐
艦
二
隻
で
あ
れ
程
の
大
群
が
来
る
筈
が
あ
る
ま

い
。
き
っ
と
輸
送
艦
隊
を
追
い
掛
け
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ

の
内
救
助
に
行
け
と
命
令
が
出
る
ぞ
と
、
呑
気
な
話
を
し

な
が
ら
、
上
空
を
見
る
と
敵
機
は
高
度
を
下
げ
て
、
い
よ

い
よ
向
か
っ
て
来
る
で
は
な
い
か
。 

 

そ
の
時
思
っ
た
、
駆
逐
艦
一
隻
で
、
五
〇
機
の
艦
載
機

と
戦
え
ば
、
勝
ち
目
は
あ
る
ま
い
。
俺
の
命
も
今
日
で
終

わ
り
か
と
覚
悟
を
決
め
る
と
、
総
身
の
毛
は
逆
立
ち
全
身

が
カ
チ
カ
チ
、
目
は
血
走
り
、
皆
も
す
ご
い
形
相
で
敵
機

を
睨
み
つ
け
て
い
る
。 

 

人
間
、
い
よ
い
よ
追
い
詰
め
ら
れ
る
と
、
や
け
く
そ
と

言
う
か
、
開
き
直
っ
て
、
ど
う
せ
や
ら
れ
る
な
ら
、
俺
も

命
の
限
り
、
や
り
返
し
て
や
る
ぞ
、
と
敵
愾
心
が
旺
盛
と

な
り
、
恐
ろ
し
さ
も
薄
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。 

 

戦
闘
が
開
始
後
、
そ
の
時
間
は
判
ら
ぬ
が
、
艦
長
の
上

手
な
操
艦
で
、
投
下
爆
弾
を
五
～
六
発
う
ま
く
交
わ
し
て
、

左
艦
尾
で
水
柱
を
上
げ
魚
雷
も
対
岸
で
二
～
三
発
爆
発
す

る
の
を
見
た
。
我
が
砲
も
発
射
の
数
は
定
か
で
無
い
が
、

三
番
砲
手
の
川
津
上
水
が
、
次
の
弾
を
と
振
り
向
く
と
同

時
に
倒
れ
た
。
大
声
で 

「
川
津
！
」
と
呼
ん
で
み
た
が
、
彼
は
即
死
で
あ
っ
た
。

最
期
の
弾
を
発
射
直
後
、
内
光
が
目
に
飛
び
込
ん
だ
よ
う

な
気
が
す
る
と
共
に
、
意
識
不
明
、
た
だ
誰
か
に
揺
す
ら

れ
、
目
を
開
く
と
、
砲
尾
に
倒
れ
て
お
り
、
ど
こ
を
や
ら

れ
た
の
か
傷
も
分
か
ら
ず
、
痛
さ
も
全
く
覚
え
ず
、
た
だ

た
だ
息
が
苦
し
く
。 

 

小
さ
く
吸
う
の
み
で
、
俺
の
人
生
も
終
わ
り
か
と
諦
め

る
と
、
思
い
起
こ
す
の
は
故
郷
の
こ
と
で
、
自
分
は
三
男

坊
で
独
身
、
死
ん
で
泣
く
の
は
母
さ
ん
位
で
、
ま
あ
え
え

わ
い
な
と
、
思
い
横
を
見
る
と
（
砲
身
長
で
）
射
手
の
吉

岡
上
曹
を
は
じ
め
全
員
負
傷
、
応
急
の
止
血
に
懸
命
、
俺

も
血
止
め
を
と
思
い
な
が
ら
意
識
を
失
う
。 

 

誰
か
に
呼
ば
れ
、
揺
す
ら
れ
て
朦
朧
と
し
な
が
ら
意
識

が
も
ど
り
「
オ
イ
、
シ
ッ
カ
リ
セ
ー
」
と
言
わ
れ
て
生
き
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た
ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
。 

 

時
は
午
後
一
時
半
過
ぎ
、
そ
の
間
、
六
時
間
余
り
経
過

し
て
お
り
、
こ
の
戦
闘
で
、
艦
橋
を
除
き
上
甲
板
以
上
に

あ
る
者
は
ほ
と
ん
ど
や
ら
れ
、
死
傷
三
十
数
人
、
砲
術
の

戦
力
零
に
近
い
有
様
。 

 

戦
果
は
十
一
機
撃
墜
、
「
文
月
」
「
皐
月
」
共
に
沈
没
せ

ず
も
、
「
皐
月
」
の
飯
野
艦
長
が
左
足
を
切
断
、
入
院
後
死

去
し
た
と
の
こ
と
。
そ
れ
に
対
し
、
司
令
長
官
草
鹿
中
将

閣
下
よ
り
、
抜
群
の
功
と
し
て
賞
さ
れ
た
と
の
こ
と
。 

 

入
港
と
共
に
、
ラ
バ
ウ
ル
の
第
八
海
軍
病
院
に
入
院
。

傷
病
名
（
顔
面
）
（
一
個
）
同
前
胸
部
（
五
個
）
盲
貫
機
関

銃
弾
の
片
創
、
左
第
三
肋
骨
骨
折
、
肺
血
胸
と
書
い
て
あ

っ
た
が
、
後
日
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
右
上
腕
及
両
足
各
一

個
あ
り
、
全
部
九
個
の
弾
片
を
受
け
た
事
に
な
る
が
、
一

個
摘
出
、
現
在
八
個
保
有
、
他
人
が
持
た
な
い
私
の
財
産

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

一
月
中
旬
、
病
院
船
「
氷
川
丸
」
で
呉
海
軍
病
院
に
帰

る
。
三
月
高
松
日
赤
病
院
に
転
院
治
療
を
受
け
、
九
月
に

別
府
亀
川
の
海
軍
病
院
転
院
、
十
一
月
三
十
日
退
院
、
佐

世
保
海
兵
団
に
帰
団
、
昭
和
二
十
年
一
月
、
相
之
浦
海
兵

団
に
転
勤
、
終
戦
復
員
ま
で
、
新
兵
教
育
の
教
員
と
し
て

勤
務
す
る
。 

 

以
上
は
、
私
の
記
憶
に
よ
る
戦
績
で
あ
る
が
、
正
式
の

履
歴
書
に
よ
れ
ば
、
若
干
の
記
憶
違
い
等
も
あ
る
の
で
、

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
以
降
の
経
歴
を
次
に
記
し
て
み

る
。 

  

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
、
海
軍
水
兵
長
を
命
ず
。 

 

同
十
九
年
一
月
四
日
〇
七
・
二
六
頃
「
ニ
ュ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
島
」「
ス
テ
フ
ェ
ン
」
水
道
に
来
襲
せ
る
敵
中
型
機
大

編
隊
を
迎
撃
、
対
空
戦
闘
中
、
敵
機
銃
弾
に
依
り
（
左
顔

面
、
同
前
胸
部
盲
管
機
銃
弾
弾
片
創
、
同
第
三
肋
骨
単
純

骨
折
皮
下
気
肺
肺
血
胸
）
戦
傷
、
同
日
夕
食
後
、
第
八
海

軍
病
院
に
入
院
を
命
じ
送
院
。 

 

一
月
四
日 

第
八
海
軍
病
院
に
入
院
中
の
ま
ま
佐
世
保

第
一
海
兵
団
に
送
籍
。
普
通
善
行
章 

 
昭
和
十
九
年 
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一
月
三
十
一
日 

特
設
病
院
船
「
氷
川
丸
」
に
転
院 

 
 

二
月
二
十
六
日 

呉
海
軍
病
院
高
松
日
赤
病
院
に
転 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

院 

 
 

八
月
二
十
六
日 

呉
海
軍
病
院
に
転
院 

 
 

十
一
月
三
十
日 

入
院
中
の
と
こ
ろ
、
全
治
退
院
帰 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

国 

 

昭
和
二
十
年 

 
 

一
月 

 

十
日 
相
浦
海
兵
団
付
を
命
す 

 
 

五
月 

 

一
日 
任
海
軍
二
等
兵
曹 

 
 

九
月 

十
五
日 

予
備
役
編
入 

  

ま
さ
に
、
昭
和
十
六
年
五
月
一
日
、
佐
世
保
海
兵
団
に

入
団
、
海
軍
四
等
水
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
四
年
四
カ
月
余
の

海
軍
勤
務
で
あ
り
、
比
島
・
蘭
印
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

の
戦
闘
に
参
加
、
九
死
に
一
生
を
得
た
私
の
人
生
で
あ
り

ま
し
た
。 

  

ま
た
、
私
の
主
な
戦
歴
は
、
次
の
ご
と
く
で
す
。 

 
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
～
昭
和
十
七
年
五
月
一
日 

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
蘭
印
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
作
戦
に

従
事 

昭
和
十
七
年
一
月 

太
平
洋
方
面
作
戦 

昭
和
十
八
年 

 
 

南
洋
群
島
方
面
作
戦 

 
 
 
 

 

二
月 

第
八
艦
隊
第
三
水
雷
戦
隊 

 
 
 
 

 

五
月 

横
須
賀
発
、
太
平
洋
方
面
戦
地
、 

 
 
 
 

 
 
 

 

南
洋
方
面 

 
 

九
月
一
日 

 

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島 

 
 

八
月
二
十
日 

南
洋
方
面 

昭
和
十
九
年 

 
 

一
月
四
日 

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
ス
テ
ッ
フ
ェ 

 
 
 
 

 
 
 

ン
水
道
に
来
襲
せ
る
敵
中
型
機
大
編
隊 

 
 
 
 

 
 
 

を
邀
撃
中
、
銃
弾
に
よ
り
第
三
肋
骨
単 

 
 
 
 

 
 
 

純
骨
折
、
皮
下
気
肺
血
胸
、
戦
傷
。 

 
 
 
 

 
 
 

第
八
海
軍
病
院
入
院
中
の
ま
ま
、
佐
世 

 
 
 
 

 
 
 

保
海
軍
病
院
に
送
院
。 

 
 

一
月
三
十
一
日 

特
設
病
院
船
「
氷
川
丸
」
に
転
院 

 
 

二
月
二
十
六
日 

呉
海
軍
病
院
高
松
日
赤
病
院
に
転 
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院 

昭
和
二
十
年 

 
 

一
月
十
日 

 

相
浦
海
兵
団
付
を
命
ず 

 
 

四
月
一
日 

 

相
浦
警
備
隊
付
を
命
ず 

 
 

五
月
一
日 

 

任
海
軍
二
等
兵
曹 

 
 

五
月
十
六
日 

教
員
を
命
ず 

 
 

九
月
一
日 

 

海
軍
一
等
兵
曹 

 
 

九
月
十
五
日 
予
備
役
編
入 

  
 

 

【
駆
逐
艦
「
文
月
」
奮
戦
記
】 

昭
和
十
八
年 

 
 

三
月
三
日 

 

一
〇
〇
〇 

ラ
バ
ウ
ル
に
向
か
う 

 
 

三
月
六
日 
 

ス
ル
ミ
輸
送
、「
水
無
月
」
と
同
行 

 
 

三
月
九
日 

 

レ
カ
タ
輸
送
作
戦 

 
 

三
月
十
日 

 

シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
発
、
着 

 
 

三
月
十
一
日 

レ
カ
タ
着
、
揚
陸
成
功
。
レ
カ
タ
発
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

シ
ヨ
ー
ト
ラ
ン
ド
着
、
発
。
レ
カ
タ 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
り
防
空
隊
員
・
設
営
隊
員
四
〇
人
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

傷
病
兵
五
七
人
（
内
三
人
死
亡
） 

 
 

三
月
十
二
日 

司
令
・
金
岡
中
佐
着
任 

 
 
 
 

 
 
 

 

陸
軍
傷
病
兵
退
艦 

 
 

三
月
十
五
日 

ス
ル
ミ
発
、
ス
ル
ミ
よ
り
設
営
隊
員 

 
 
 
 

 
 
 

 

二
八
七
人
輸
送 

 

三
月
二
十
三
日 

〇
五
一
五
・
出
港
。
時
差
修
正 

 

三
月
二
十
八
日 

フ
ィ
ン
シ
ュ
輸
送
作
戦
。
コ
コ
ポ
に 

 
 
 
 

 
 
 

 

て
陸
兵
二
二
三
人
並
び
に
物
資
搭
載 

 

三
月
三
十
日 

 

フ
ィ
ン
シ
ュ
着
、
揚
陸
成
功 

 
 
 
 

 
 
 

 

陸
兵
一
四
〇
人
輸
送
。 

 

四
月
一
日 

 
 

「
海
福
丸
」
横
付
け
陸
兵
、
輸
送
物 

 
 
 
 

 
 
 

 

搭
載 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
七
一
五 

敵
機
接
触
に
よ
り
反
転
、 

 
 
 
 

 
 
 

 

帰
投 

 

八
月
二
十
六
日 

〇
六
三
〇 

サ
イ
パ
ン
着
、
港
泊 

 

八
月
二
十
七
日 

サ
イ
パ
ン
発
、「
五
州
丸
」
護
衛 

 

八
月
二
十
一
日 

〇
九
三
〇 

出
撃
、
駆
逐
艦
「
天
霧
」 

 
 
 
 

 
 
 

 

と
共
に
「
五
州
丸
」「
筥
崎
丸
」「
リ 

 
 
 
 

 
 
 

 

オ
ン
丸
」
護
衛 

 
九
月
四
日 

 
 

「
鳴
戸
」
に
横
付
け
重
油
補
給 
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九
月
八
日 

 
 

〇
五
〇
〇 

出
港
、
時
差
修
正 

 

九
月
九
日 

 
 

（
伊
国
単
独
無
条
件
降
伏
） 

 

九
月
二
十
一
日 

「
皐
月
」
と
共
に
グ
イ
ン
輸
送
作
戦 

 
九
月
二
十
六
日 

「
鳴
戸
」
よ
り
重
油
補
給 

 

九
月
二
十
八
日 

「
セ
」
号
作
戦
、
一
〇
五
〇 

コ
ロ 

 
 

 
 

 
 

 
 

ン
バ
ン
ガ
ラ
着
、
魚
雷
艇
撃
壊
、
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

セ
ー
ブ
イ
ン
北
方
で
対
空
戦
闘 

 

九
月
二
十
九
日 

対
空
戦
闘 

 

九
月
三
十
日 

 

「
国
洋
丸
」
横
付
け
、
重
油
補
給 

 

十
月
二
日 

 
 

二
二
三
〇 
敵
巡
洋
艦
及
び
駆
逐
艦 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
砲
戦
、
魚
雷
戦
、
戦
果
、
被
害
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

し 

 

十
月
六
日 

 
 

「
ベ
ラ
」
作
戦
、
対
空
、
対
艦
戦
闘 

 
 

 
 

 
 

 
 

戦
果 

巡
洋
艦 

一
撃
沈 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

駆
逐
艦 

三
撃
沈 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

巡
洋
艦 

一
大
破
、
沈
没 

 

十
月
八
日 

 
 

ブ
カ
輸
送
作
戦
。
対
空
戦
闘
ブ
カ
北 

 
 

 
 

 
 

 
 

方
で
至
近
弾
六
食
ら
う 

 

十
月
十
八
日 

 

Ｐ
38
、
Ｂ
25
、
Ｂ
26
、
一
〇
〇
機 

 
 
 
 

 
 
 

 

来
襲
、
港
外
に
出
撃
、
撃
退 

 

十
月
二
十
一
日 

ダ
ン
ピ
ー
ル
輸
送
作
戦 

 

十
月
二
十
三
日 

〇
九
二
五 

Ｐ
38 

一
〇
〇
機
来 

 
 
 
 

 
 
 

 

襲
、
港
外
に
出
撃
、
撃
退 

 

十
月
二
十
四
日 

イ
ホ
キ
輸
送
作
戦
、
Ｂ
25 

二
六
機
、 

 
 
 
 

 
 
 

 

Ｐ
38 

一
〇
〇
機
来
襲 

 

十
月
二
十
五
日 

Ｂ
24
、
Ｐ
38
、
来
襲 

 

十
月
二
十
六
日 

司
令
・
駆
逐
艦
「
文
月
」
に
変
更 

 

十
月
二
十
七
日 

敵
、
モ
ノ
島
に
上
陸
開
始 

 

十
月
二
十
九
日 

ガ
ロ
ベ
輸
送
作
戦 

 

十
一
月
一
日 

 

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
逆
上
陸
、 

 
 
 
 

 
 
 

 

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
沖
夜
戦 

 

十
一
月
二
日 

 

Ｐ
38
、
Ｂ
25
、
二
五
〇
機
大
空
襲
、 

 
 
 
 

 
 
 

 

超
低
空
爆
撃
を
受
く 

 
 
 
 

 
 
 

 

本
艦
被
弾
二
〇
〇
発
以
上 

 
 
 
 

 
 
 

 

戦
死
一
〇
、
重
軽
傷
一
五
、
撃
墜
一 

 
 
 
 

 
 
 

 

〇
機 

 
十
一
月
四
日 

 

タ
ロ
キ
ナ
逆
上
陸
作
戦
（
延
期
） 
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十
一
月
五
日 

 

タ
ロ
キ
ナ
逆
上
陸
作
戦
（
延
期
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
九
一
五 

Ｂ
25
、
Ｐ
38
、
Ｂ
24
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

来
襲
、
対
空
戦
闘 

 
十
一
月
六
日 

 

タ
ロ
キ
ナ
逆
上
陸
作
戦 

 

十
一
月
七
日 

 

Ｂ
24
、
Ｐ
38
、
大
編
隊
来
襲 

 

十
一
月
十
一
日 

敵
艦
一
七
〇
発
見
。
敵
艦
爆
戦
闘
機
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
型
機
約
二
〇
〇
来
襲 

 
 

 
 

 
 

 
 

港
外
出
撃
ス
コ
ー
ル
中
で
一
機
撃
墜
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
機
白
雲
（
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
沖
航
空 

 
 

 
 

 
 

 
 

戦
） 

 

十
一
月
二
十
五
日 

ダ
ン
ピ
ー
ル
岬
輸
送
作
戦 

 

十
一
月
二
十
七
日 

イ
ボ
キ
輸
送
作
戦 

 

十
一
月
二
十
九
日 

イ
ボ
キ
輸
送
作
戦 

 

十
二
月
一
日 

 
 

イ
ボ
キ
輸
送
作
戦 

 

十
二
月
四
日 

 
 

ス
テ
フ
ェ
ン
水
道
南
に
て
水
偵
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

協
力
、
対
潜
水
艦
爆
雷
攻
撃
を
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

う
も
効
果
不
明
。 

 

十
二
月
二
十
日 

 

敵
機
、
来
襲
。
西
飛
行
場
爆
撃 

 

十
二
月
二
十
二
日 

ガ
ロ
ベ
輸
送
作
戦 

 

十
二
月
二
十
五
日 

ガ
ロ
ベ
輸
送
作
戦 

 

十
二
月
二
十
八
日 

敵
戦
闘
機
大
編
隊
来
襲 

昭
和
十
九
年 

 

一
月
一
日 

 

空
襲
、
小
型
爆
弾
多
数
投
下 

 

一
月
二
日 

 

Ｆ
型
機
等
約
四
〇
機
来
襲
、
空
中
戦 

 

一
月
三
日 

 

Ｆ
型
機
等
計
五
〇
機
来
襲
、
空
中
戦 

 

一
月
四
日 

 

敵
機
九
〇
機
来
襲
、
一
〇
機
撃
墜 

 
 
 
 

 
 
 

撃
退
、
戦
死
傷
三
一
人 

 

一
月
〇
日 

 
 

「
皐
月
」
艦
長
戦
傷
死 

 

一
月
二
十
二
日 

ガ
ブ
プ
輸
送
作
戦 

 

一
月
二
十
四
日 

ガ
ブ
プ
輸
送
作
戦 

 

一
月
二
十
五
日 

敵
接
触
機
と
対
空
戦
闘 

 

一
月
二
十
六
日 

ガ
ブ
プ
輸
送
作
戦 

 

一
月
三
十
日 

 

一
六
三
五 

艦
爆
戦
闘
機
約
一
〇
〇 

 
 
 
 

 
 
 

 

機
来
襲 

 

二
月
一
日 

 
 

Ｂ
25 

二
機
来
襲
、
対
空
戦
闘 

 
 
 
 

 
 
 

 

船
団
爆
撃
を
受
け
る
も
被
害
な
し 

 

二
月
二
日
～
十
六
日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

航
海
中
に
敵
機
の
爆
撃
に
よ
り
被 



520 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

弾 

 

二
月
十
八
日 

 
 

「
総
員
退
去
」
「
文
月
」
沈
没 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
号
敷
設
艇
に
て
警
備
隊
上
陸
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

戦
死
九
人
、
重
軽
傷
者
三
四
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

戦
果
、
砲
火
に
よ
り
三
機
撃
墜 

上
海
陸
戦
隊
員 

福
岡
県 

 

篠 

崎 

数 

馬 
 

 

  

私
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
九
月
二
日
、
福
岡

県
糟
屋
郡
新
宮
町
大
字
湊
で
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

家
業
は
農
業
で
す
。
水
田
一
町
三
反
（
裏
耕
作
に
玉
葱
．

馬
鈴
薯
．
麦
）
畑
七
反
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
等
で
す
。
農
閑

期
に
は
日
雇
い
労
働
者
（
土
方
）
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

入
隊
当
時
の
家
族
は
、
次
の
よ
う
に
十
人
家
族
で
し
た
。 

 
 

祖
母 

 
 

 

健
在 

 
 

父 
 
 
 

 

健
在 

 

農
業 

町
内
会
長 

 
 

母 
 
 
 

 

健
在 

 

農
業 

 
 

長
男(

本
人)

 

健
在 

 

農
業 

 
 

次
男 

 
 

 

健
在 

 

学
生 

 
 

三
男 

 
 

 

健
在 

 

学
生 

 
 

四
男 

 
 

 

健
在 

 

学
生 

 
 

妹
三
人 

 
 

健
在 




